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「市場街 2022」（高岡クラフト市場街 2022）
〜グッドデザイン賞とふるさとイベント大賞（内閣総理大臣賞）の受賞〜

TAKAOKA CRAFT ICHIBA-MACHI 2022

●有田行男／富山大学学術研究部芸術文化学系

　ARITA Yukio / Faculty of Art and Design，University of Toyama
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１． 2022 年の開催概要

　11 年目を迎えた 2022 年は「工芸都市高岡 2022 ク

ラフト展」「ミラレ金屋町」の同時期開催が再開し、

3 年ぶりに 3 大イベントが集う「工芸都市高岡の秋」

となりました。それぞれのイベントにおいて、コロナ

禍における感染対策を行いながら、オンサイトでリア

ルに楽しんで頂き、来場者どうしや関係者とのリアル

なコミュニケーションが行える場を提供することで、

高岡の街に賑わいが戻りました。「市場街 2022」につ

いては 90 を超える店舗やワークショップなど、コン

テンツの数では過去最大の規模となりました。高岡の

街を一望できる高岡中央駐車場の最上階を活用した

「高岡クラフトマルシェ」や、山町筋観光駐車場で開

催した「山町ワークショップストリート」などの新企

画を通して、工芸やクラフト初心者の方でもクラフト

やアーティスト作品を身近に感じていただけるような

イベントを目指しました。来場者の声としても好評で

あり、次なる 10 年に向けての礎となるような始動が

出来たのではないかと思います。

開催期間：2022 年 9月 23 日（金）～ 25 日（日）

コンテンツ：90

開催場所：高岡中心市街地ほか

来場者数：18,422 人（クラフト展含）

視聴者数：3,359 回（9月 1日～ 30日）

（「工芸都市高岡の秋。2022」来場者数：37,600）

実行委員長：漆器くにもと 國本 耕太郎

副実行委員長：富山大学 芸術文化学部 有田 行男

主催：高岡クラフト市場街実行委員会

構成団体：高岡市（アート＆クラフトシティ高岡推進

委員会）、高岡商工会議所、高岡市デザイン・工芸セ

ンター、富山大学芸術文化学部、高岡伝統産業青年会

２．プロジェクト授業とインターンシップ

　2022 年度においては、プロジェクト授業の履修者

よりも、他大学から参加するインターンシップの学生

の数の方が上回ったこともあり、インターンシップの

学生の中に、プロジェクト授業の学生の一部が加わる

様な運営となりました。学生からすれば、これまでの

定型的な学びとは異なった年度ごとに変容する内容

に、最初は戸惑いを感じますが、まちづくりそのもの

が、絶えず変化する環境に対応していくものであるこ

とを次第に感じ取っている模様です。履修・参画した

学生が最後に残すレポートには、プロジェクト授業で

体験できたことの価値と達成感が表現されており、大

きな学びを得ていることがわかります。

３．グッドデザイン賞とふるさとイベント大賞の受賞

　「高岡クラフト市場街」は 2012 年の秋、高岡中心市

街地において「クラフト」をテーマとするイベントの

開催によって始まり、2022 年で 11 周年を迎えました。

2012 年の開催当初は 10 会場のみの小さな取り組みで

したが、年々規模が大きくなり、2016 年には「工芸

都市高岡の秋」として、統合的なイベントに成長し、

高岡の秋における風物詩ともなりました。2020 年以

降はコロナ禍による影響を受けながらも「市場街 TV」

というオンラインプログラムを立ち上げることで活動

の幅を更に拡げています。

　実行委員会は、高岡を想う職人・商人・町人・芸術

家・若衆・旅の人で構成されています。この実行委員

会での企画と運営には、高岡市二上町にキャンパスを

置く、富山大学芸術文化学部が大きく関わっています。

前実行委員長である松原さんは 2013 年まで富山大学

芸術文化学部の教員として携わっておられました。学

生も有志が参加していたのですが、2016 年からは学

生らの関わりをプロジェクト授業として、履修学生が

単位を取得できる仕組みとしたことで、継続的に学生

が関わる仕組みとなっています。

　この様な持続的な産学官連携活動が評価され、「高

岡クラフト市場街」は 2022 年度の「グッドデザイン賞」

（公益財団法人日本デザイン振興会主催）と「ふるさ

とイベント大賞・大賞（内閣総理大臣賞）」（第 27回・

一般財団法人 地域活性化センター主催）を頂きまし

た。とても嬉しく感じるとともに、これまで参画いた

だいた関係者すべての方々の総力の賜物である様に思

います。この場をお借りし、関係者の皆様に深く感謝

致します。

企画：芸術文化学部の研究活動、地域連携活動の記録
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山町筋・山町ヴァレーでのイベント実施風景

プロジェクト授業履修学生らによるワークショップ実施風景

高岡クラフトマルシェ（高岡中央駐車場）

工芸都市高岡 2022 クラフト展（御旅屋セリオ）高岡で澄む（室崎家）

高岡クラフトストア（塩谷ビル）

高岡駅（「工芸都市高岡の秋。2022」メインビジュアル）

山町筋・観光駐車場でのイベント実施風景
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